
第2849号（ ）昭和43年5月29日
第三種郵便物認可け ん せ つ 北 部2026年4月9日（木）（1）

発 行 所
東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

東京都豊島区西池袋5-22-15
板橋（3963）5325

※練馬（3825）5522
豊島（3986）2471
北 （3902）7121

発行人 代表者 川合 正人
発行日1日、9日、17日、25日

練
馬
支
部
第
69
回
定
期
大

会
が
4
月
4
日
、
区
立
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
を
メ

イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
、
代
議

員
1
3
1
人
、
特
別
代
議
員

25
人
、
支
部
役
員
36
人
の
計

1
9
2
人
が
参
加
。
東
京
土

建
本
部
の
石
川
信
一
副
委
員

長
を
は
じ
め
、
各
支
部
（
板

橋
、
豊
島
、
北
、
多
摩
西
部
）

の
来
賓
を
迎
え
ま
し
た
。
議

事
に
先
立
ち
、
諸
役
員
を
選

出
。
運
営
委
員
長
に
赤
松
勝

執
行
委
員
（
練
馬
）
、
選
挙

管
理
委
員
長
に
島
田
淳
代
議

員
（
南
事
業
所
）
、
資
格
審

査
委
員
長
に
色
摩
ひ
な
子
代

議
員
（
貫
井
）
、
議
長
団
に

間
瀬
智
彦
執
行
委
員（
中
村
）

と
杉
浦
利
定
代
議
員
（
土
支

田
）
、
書
記
団
に
渡
邊
新
書

記
、
鈴
木
寛
次
書
記
、
神
尾

恵
美
特
別
代
議
員
（
女
性
の

会
）
を
そ
れ
ぞ
れ
指
名
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
伊
藤
慶
一

郎
執
行
委
員
長
は
、
資
材
価

格
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
で

建
設
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が

依
然
と
し
て
厳
し
い
中
、「
仲

間
の
力
の
大
切
さ
」を
実
感
。

そ
の
上
で
「
一
人
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
こ
と
も
仲
間

が
い
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ

る
。
私
た
ち
東
京
土
建
は
そ

ん
な
支
え
合
い
の
中
で
成
り

立
っ
て
い
る
組
織
」
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
2
0
2
6
年

度
中
に
分
会
再
編
の
議
論
を

本
格
化
さ
せ
る
ほ
か
、
組
合

費
の
引
き
上
げ
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
伊
藤
執
行
委
員
長

は
「
時
代
や
仲
間
の
状
況
の

変
化
に
合
わ
せ
て
」
と
前
置

き
し
、
「
分
会
は
仲
間
同
士

の
身
近
な
支
え
合
い
の
場
。

だ
か
ら
こ
そ
よ
り
強
く
、
よ

り
活
発
な
も
の
に
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し

た
。
ま
た「
正
直
に
言
え
ば
、

皆
さ
ん
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
は
心
苦
し
い
。
そ
れ
で
も

仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

り
、
今
の
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
（
組
合
費
改
定

は
）
必
要
な
取
り
組
み
」
と

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
後
基
調
報
告
に
入

り
、
可
兒
美
憲
書
記
長
が
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
明
る
く

楽
し
い
練
馬
支
部
構
築
に
向

け
、
組
合
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
仲
間
を
増
や
し
群
・
分

会
・
支
部
を
強
化
し
、
要
求

実
現
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
組
織

建
設
を
め
ざ
そ
う
」
に
基
づ

い
て
25
年
度
の
活
動
経
過
や

26
年
度
の
方
針
を
提
案
。
こ

れ
を
補
足
す
る
た
め
、
土
支

田
分
会
が
「
組
織
拡
大
強

化
」
、
関
町
分
会
が
「
地
域

と
と
も
に

関
町
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
を
報
告
し
て

い
ま
す
。

組
合
費
を
含
む
26
年
度
方

針
を
巡
っ
て
は
、
田
柄
分
会

が
事
前
に
質
問
書
を
提
出
。

可
兒
書
記
長
は
こ
れ
ま
で
の

機
関
会
議
の
答
弁
や
東
京
土

建
の
規
約
を
交
え
な
が
ら
回

答
し
、
「
支
部
の
財
政
運
営

面
で
も
さ
ら
な
る
削
減
策
の

工
夫
を
凝
ら
し
、
各
分
野
へ

の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
、
十

分
議
論
を
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
、
執
行
部
の
姿
勢
を

改
め
て
伝
え
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
分
科
会
。

五
つ
に
分
か
れ
て
各
専
門
部

の
提
案
内
容
を
深
め
、
い
ず

れ
も
大
き
な
反
対
は
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
納
入
8
月
分
か
ら
6
0
0
円（
75
歳
以
上
3
0
0
円
）増

本
会
議
再
開
後
、
基
調
報

告
の
ほ
か
、
組
合
費
を
7
月

納
入
8
月
分
か
ら
6
0
0
円

（
75
歳
以
上
3
0
0
円
）
引

き
上
げ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
宣
言
や
、
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
採
択
後
、
役
員

改
選
に
。
執
行
委
員
長
や
副

委
員
長
を
は
じ
め
、
い
ず
れ

の
役
職
も
立
候
補
者
が
定
数

内
だ
っ
た
た
め
、
無
投
票
当

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

定
期
大
会
は
例
年
日
曜
に

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
会
場
の
都
合
上
、
土
曜
で

し
た
。
「
休
み
が
取
り
づ
ら

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
日

程
調
整
も
次
回
の
課
題
と
し

て
申
し
送
り
ま
す
。

◇

◇

◇

各
分
科
会
の
報
告
や
支
部

役
員
選
挙
の
当
選
者
、
大
会

宣
言
は
2
〜
3
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

組
合
員
を
増
や
す

「
春
の
拡
大
月
間
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

練
馬
支
部
の
組
合
員

数
は
4
月
1
日
時
点

で
5
8
7
2
人
。
年

初
よ
り
79
人
減
で

す
。
春
の
月
間
目
標

は
5
月
29
日
正
午
ま

で
に
支
部
全
体
で
2

0
9
人
。
6
0
0
0

人
台
回
復
に
向
け
た
足
掛
か

り
と
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は

拡
大
行
動
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。取

り
組
み
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
�
集
め
る
・
集
ま
る
・
動

く
�。ま
ず
は
拡
大
行
動
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。た
だ
、同
じ

顔
触
れ
で
は
ど
う
し
て
も
限

界
が
。
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
も

集
め
ま
し
ょ
う
。
分
会
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
っ
た
ら
訪
問
先

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
対
話

ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
。
準

備
が
整
い
次
第
、
対
象
者
の

元
に
動
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

行
動
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

�
今
�
を
聞
き
取
る
「
仲
間

の
状
況
・
つ
な
が
り
ア
ン
ケ

ー
ト
」を
忘
れ
ず
に
。「『
悩

み
事
が
あ
れ
ば
組
合
に
相
談

す
る
と
い
い
よ
』
な
ど
と
声

を
掛
け
る
、
そ
の
一
言
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
こ
う
し
た
積

み
重
ね
が
確
実
に
大
き
な
力

に
」（
小
玉
祥
子
組
織
部
長
）

◇

◇

◇

【
お
こ
と
わ
り
】
コ
ラ
ム
「
ね

り
ま
大
根
」
は
2
面
に
掲
載

し
ま
す
。

５
月
１９
日
（
火
）
午
後
７
時
〜
支
部
会
館

新
加
入
の
ほ
か
、
未
加
入
の
仲
間
も
歓
迎
。
東

京
土
建
の
諸
制
度
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
伝

え
ま
す
。

組
合
費
引
き
上
げ
を
承
認
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組合費改定を
含め執行部の
姿勢を伝える
伊藤委員長

26年度方針や予算案を承認後、拳を突
き上げながら健闘を誓い合う参加者

支
部
目
標
２
０
９
人

春
の
拡
大
月
間

春
の
拡
大
月
間

仲間の近況知らずに増やせず

第69回定期大会第69回定期大会

春
の
組
合
説
明
会
＆
歓
迎
会

後
継
者
対
策
部
主
催
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退
任
さ
れ
た

支
部
役
員

※
（

）
内
は
前
役
職
・

所
属
分
会

書
記
局
員
の

異
動
・
退
職

代
議
員
と
役
員
26
人
、
特

別
代
議
員
3
人
、
来
賓
2
人

の
計
38
人
が
参
加
し
ま
し

た
。労

働
対
策
部
で
は
、
意
見

や
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。厚

生
文
化
部
は
火
災
共
済

に
つ
い
て
「
人
数
で
評
価
し

て
い
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
し

た
た
め
、
人
数
達
成
が
難
し

い
。
人
数
に
戻
し
て
も
ら
え

な
い
か
」
と
の
質
問
に
「
ポ

イ
ン
ト
制
に
な
っ
た
の
は
、

利
用
を
増
や
す
目
的
。
加
入

口
数
を
増
や
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
と
し
て
い
る
」
と
回

答
。
さ
ら
に
火
災
・
地
震
共

済
を
広
め
て
い
く
た
め
に
、

「
大
手
損
保
の
保
険
料
が
値

上
が
り
し
、
比
較
を
し
て
み

る
と
土
建
の
方
が
安
い
場
合

も
あ
る
」
と
切
り
換
え
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
有
効
性
を
強
調

し
ま
し
た
。

「
慶
弔
金
な
ど
の
共
済
申

請
を
支
部
で
直
接
受
け
付
け

て
も
ら
え
な
い
か
」に
対
し
、

「
群
受
付
の
徹
底
は
群
納
入

徹
底
の
た
め
の
提
案
。現
在
、

群
受
付
の
割
合
は
低
い
。
支

部
へ
の
納
入
を
減
ら
し
て
、

分
会
で
納
め
る
の
は
厚
生
文

化
部
単
体
で
見
る
の
で
は
な

く
、
組
織
、
財
政
面
も
含
め

た
取
り
組
み
」
加

え
て
「
個
別
に
支

部
へ
納
入
す
る
場

合
、
書
記
の
作
業

が
手
間
に
な
り
、

残
業
に
な
る
可
能

性
も
。
支
出
削
減

の
た
め
に
も
分
会

納
入
を
徹
底
し
て

ほ
し
い
」
と
理
解

を
求
め
ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策

部
で
は
女
性
健
診

を
巡
り
「
開
催
月
を
一
定
に

し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
。
こ

れ
に
対
し
「
女
性
の
会
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結

果
、
今
年
度
は
6
、
7
月
の

要
望
が
多
か
っ
た
。
こ
の
時

期
の
開
催
を
目
指
し
て
お

り
、
詳
細
は
医
療
機
関
と
相

談
し
て
進
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
」
ま
た
健
康
教

室
の
進
め
方
で
「
少
し
内
容

が
硬
い
」
と
の
声
に
「
確
か

に
人
は
楽
し
い
こ
と
、
利
益

に
な
る
こ
と
で
な
い
と
集
ま

ら
な
い
。
た
だ
、
健
康
へ
の

意
識
づ
け
を
健
康
教
室
で
植

え
付
け
て
い
く
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
創
意
工
夫
を
凝

ら
す
た
め
に
も
、
分
会
内
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
要
望

な
ど
を
支
部
に
寄
せ
て
ほ
し

い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

厚
生
文
化
、
社
会
保
障
対

策
い
ず
れ
の
部
も
総
括
案
と

方
針
案
は
大
き
な
反
対
が
な

く
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
25
人
、役
員
6
人
、

特
別
代
議
員
6
人
の
ほ
か
、

来
賓
と
し
て
本
部
の
石
川
副

委
員
長
、
豊
島
支
部
の
宮
本

委
員
長
、
北
支
部
の
渡
辺
委

員
長
、
多
摩
西
部
支
部
の
清

水
委
員
長
が
参
加
し
ま
し

た
。
議
長
を
豊
原
執
行
委
員

（
石
神
井
）と
奈
良
執
行
委
員

（
富
士
見
台
）、
水
流
執
行
委

員（
貫
井
）が
務
め
ま
し
た
。

小
玉
常
任
執
行
委
員
よ
り
組

織
部
と
事
業
所
対
策
委
員
会

の
提
案
、
伊
藤
執
行
委
員
長

よ
り
後
継
者
対
策
部
と
青
年

部
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
部
で
は
、
「
群
会
議

に
出
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
土
建
自
体
の
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
が
、
群
会
議
運
営

で
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し

て
い
る
」
「
分
会
組
織
に
課

題
が
あ
る
の
で
、
拡
大
訪
問

行
動
を
進
め
る
こ
と
も
苦
労

し
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
更
新

頻
度
を
よ
り
活
発
化
し
て
欲

し
い
」
と
の
意
見
も
。
「
今

年
度
は
大
変
苦
し
い

年
に
な
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
く

だ
さ
い
」
と
小
玉
常

任
執
行
委
員
か
ら
答

弁
が
あ
り
、
組
織
部

の
総
括
・
方
針
は
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。事

業
所
対
策
委
員

会
で
は
、
「
家
族
に

向
け
て
も
お
得
な
情

報
を
伝
え
る
こ
と

で
、
土
建
の
メ
リ
ッ

ト
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
の

で
は
。
そ
れ
に
よ
り
仕
事
や

事
業
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
、
さ
ら
に
「
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
で
手
軽
に
Ｈ
Ｐ
上
か

ら
土
建
の
情
報
や
メ
リ
ッ
ト

を
何
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い
、
情
報
戦
略
を

強
化
し
て
欲
し
い
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、そ
れ
に
対
し
、

「
今
年
度
は
、
若
手
を
中
心

と
し
た
情
報
戦
略
チ
ー
ム
で

Ｈ
Ｐ
等
の
情
報
発
信
の
充
実

化
を
図
っ
て
い
く
」と
答
弁
。

事
業
所
対
策
委
員
会
の
総
括

・
方
針
は
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

後
継
者
対
策
部
、
青
年
部

に
つ
い
て
は
、
特
段
大
き
な

反
対
意
見
は
な
く
全
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

40
人
（
役
員
10
人
、
代
議

員
29
人
、特
別
代
議
員
1
人
）

が
出
席
。
初
め
に
執
行
部
の

自
己
紹
介
を
お
こ
な
い
、
議

長
を
選
出
し
た
上
で
専
門
部

議
案
の
提
案
に
移
り
ま
し

た
。先

に
、
税
金
経
営
対
策
部

の
2
0
2
5
年
度
の
総
括
と

情
勢
お
よ
び
26
年
度
の
方
針

を
、
畑
澤
部
長
よ
り
一
括
提

案
を
お
こ
な
い
討
議
に
入
り

ま
し
た
が
、
提
案
に
関
連
す

る
質
疑
は
な
く
拍
手
で
議
案

を
承
認
。

次
い
で
財
政
部
で
は
、
25

年
度
総
括
お
よ
び
26
年
度
方

針
を
一
括
提
案
し
、
質
疑
に

移
り
ま
し
た
。
議
案
に
関
す

る
内
容
に
つ
い
て
、
「
直
接

納
入
者
の
還
元
金
の
取
り
扱

い
、
分
会
決
算
を
ど
の
よ
う

に
扱
う
の
か
」
と
の
質
問
に

対
し
、
現
状
の
支
給
状
況
を

踏
ま
え
対
応
し
て
ほ
し
い
。

「
未
結
集
事
業
所
に
対
す
る

対
応
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
」
と
の
質
問
に
は
、
他
支

部
の
教
訓
に
あ
る
「
分
会
と

事
業
所
と
の
つ
な
が
り
を
い

か
に
強
め
て
い
き
関
係
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」と
。

「
群
会
計
等
の
後
継
者
問
題

に
対
す
る
要
望
で
現
金
以
外

の
納
入
は
考
え
て
い
な
い
の

か
」
と
の
質
問
が
出
さ
れ
る

中
、
代
議
員
か
ら
「
今
あ
る

状
況
で
支
出
削
減
対
策
と
し

て
群
再
編
を
お
こ
な
っ
た
」

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

会
計
監
査
に
関
す
る
質
問

な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
予
算
案
で
は
「
組

合
費
引
き
上
げ
」
の
提
案
に

関
連
す
る
質
問
・
要
望
・
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
分

会
還
元
金
が
2
5
0
円
か
ら

50
円
へ
と
大
幅
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
疑
問

や
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
」
、
「
引
き

下
げ
に
よ
り
分
会
活
動

が
出
来
な
い
の
で
、
支

部
で
決
め
た
取
り
組
み

が
出
来
な
い
」
、
「
引

き
上
げ
は
絶
対
な
の

か
」
「
も
う
少
し
引
き

上
げ
幅
を
圧
縮
で
き
な

い
か
」
な
ど
の
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
、
執
行

部
か
ら
「
こ
れ
ま
で
繰

入
金
あ
り
き
の
財
政
運

営
の
し
わ
寄
せ
を
正
し

て
い
く
の
が
今
回
」
。
試
算

で
は
1
0
0
0
円
程
が
必
要

と
算
出
さ
れ
た
内
容
を
、
皆

さ
ん
か
ら
の
削
減
要
請
な
ど

も
加
味
し
な
が
ら
精
査
を
お

こ
な
い
、
引
き
上
げ
幅
を
抑

え
て
お
り
、
今
後
も
支
出
削

減
出
来
る
も
の
に
つ
い
て
は

見
直
す
こ
と
も
踏
ま
え
、
参

加
者
の
理
解
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、「
分
会
活
動
費
」

に
関
す
る
発
言
が
あ
り
、「
こ

れ
ま
で
支
部
で
取
り
扱
わ
れ

て
い
た
経
緯
と
組
合
費
以
外

と
し
て
計
上
さ
れ
て
き
た
内

容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
年

度
に
向
け
、
皆
さ
ん
と
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
い
く
」
と

回
答
。

代
議
員
か
ら
「
組
合
員
が

増
え
れ
ば
、
組
合
費
引
き
上

げ
問
題
は
解
決
す
る
。
賃
上

げ
で
若
い
仲
間
を
増
や
そ

う
」
と
の
前
向
き
な
発
言
が

あ
る
な
ど
、
活
発
な
討
議
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
拍
手
に
て
、
議
案

の
承
認
と
決
算
・
予
算
の
仮

承
認
が
さ
れ
、
分
科
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

東京土建一般労働組合練馬支部第６９回定期大会は、世界各地で戦火が絶えず、
原油をはじめ、あらゆる物価が高騰し続けている中、私たちの暮らしと仕事を取
り巻く情勢を押さえた上で、これまでの取り組みを総括し、新たな運動方針を確
認しました。
昨年１２月、建設業で働く私たちは歴史的転換点を迎えました。改正建設業法の

全面施行、これに加え、入契法、品確法のいずれも改正法を合わせた第三次担い
手３法は賃金・単価の引き上げや長時間労働是正などの処遇改善を求めるよりど
ころになります。「賃金を上げてくれと言ったら、今後の仕事を回してくれない
かも」と二の足を踏むのではなく、堂々と声を上げていきましょう。
昨年各分会で取り組んだ「暮らしと仕事」実態・要求アンケートでは、担い手

３法改正を「知らない」が７割超。また直近１年間で単価の引き上げを「交渉し
た」は３割弱にとどまっています。担い手３法の意義を仲間に周知し、請求・要
求運動を一層強化しなければなりません。
２０２５年度は大きな到達を築きました。建設アスベスト訴訟の建材メーカーに損
害賠償を求めた裁判は昨年８月、東京高裁で主な被告メーカーが和解に応じ、原
告に謝罪しました。提訴から１７年、ようやく建設労働者の命の尊厳が守られ、私
たちの運動の成果が表れました。
また練馬支部は首都圏建設産業ユニオン練馬支部と共に練馬区との災害協定締

結に向けた協議を進めてきましたが、今年１月、足掛け１３年を経てついに実を結
びました。協定は地域建設業者の存在意義を示す内容となっています。
あす５日に練馬区長選が告示、１２日に投開票されます。この間、自治体として

は「公契約条例は考えていない」との考えを表明しています。他の自治体では区
長の考え方でこの条例の明暗を分けています。東京土建は選挙を要求実現に欠か
せないツールと位置付けていることから、仲間や家族に投票を呼び掛け、私たち
の暮らしと仕事が充実する施策の実現を目指す候補を選びましょう。
国政に目を転ずれば、２月の衆院選で高市早苗首相が率いる自民党は全４６５議席

の３分の２を上回る３１６議席を獲得し、法案の再可決のほか、憲法改正の発議にも
踏み込めます。労働法制や社会保障の制度改悪、市民の相互監視につながりかね
ないスパイ防止法の制定、戦力不保持や交戦権否認をうたった日本国憲法の改正
などに意欲を見せており、いずれも私たちの暮らしと仕事に大きなダメージを与
えかねません。
先行き不透明な時代だからこそ、一人ひとりの要求を結集し、その要求実現の

ために動き出すことが求められています。今大会を通じて、その拠点が労働組合
であることを再認識し、役割を果たすためには組織拡大・強化をはじめ、各専門
部の運動が欠かせず、さらに前進させるとの決意を固めました。大会で選出され
た諸役員と大会参加者は大会方針の実践に向け、先頭に立って奮闘することを誓
い、全ての仲間に組合運動への参加と結集を呼び掛けて、大会宣言とします。

２０２６年４月４日 東京土建一般労働組合練馬支部 第６９回定期大会

代
議
員
と
役
員
33
人
、
特

別
代
議
員
10
人
の
ほ
か
、
来

賓
と
し
て
本
部
の
吉
川
・
専

従
常
任
中
執
が
参
加
。
議
長

を
松
尾
執
行
委
員（
西
大
泉
）

と
中
込
執
行
委
員（
新
豊
玉
）

が
務
め
ま
し
た
。
三
角
副
委

員
長（
教
宣
部
長
）、
新
里
女

性
の
会
会
長
、
寺
井
シ
ニ
ア

友
の
会
会
長
、
今
津
書
記
次

長
が
各
専
門
部
の
総
括
と
方

針
を
提
案
。
い
ず
れ
も
反
対

は
な
く
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
�
歴
史
的
転
換
点
�
を

迎
え
た
今
こ
そ
原
点
に
こ
だ

わ
り

事
実
を
し
っ
か
り
伝

え
て
仲
間
と
組
合
の
橋
渡
し

役
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
た
教
宣
部
は
、
本
部
や
日

本
機
関
紙
協
会
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
複
数
の
分
会
紙
が
入
賞

し
、
「
練
馬
の
活
動
は
全
都

を
け
ん
引
し
て
い
る
」
と
再

認
識
。
経
験
や
実
績
を
次
の

代
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

教
宣
小
学
校
に
�
編
集
初
心

者
�
を
導
い
た
り
、
未
発
行

の
分
会
に
も
編
集
素
材
を
提

供
し
た
り
し
て
「
後
継
者
の

育
成
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ

る
」
と
確
認
し
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

て
80
年
を
迎
え
る
今
年
、
2

月
の
衆
院
選
で
改
憲
派
が
過

半
数
を
大
き
く
上
回
り
、
憲

法
改
正
の
た
め
の
国
民
投
票

が
い
つ
行
わ
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
に
。
憲
法

平
和
対
策
部
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
大
き
く
、

7
月
下
旬
の
憲
法
フ
ェ

ス
タ
を
は
じ
め
、
本
部

や
地
域
の
共
闘
団
体
に

よ
る
取
り
組
み
で
「
戦

争
に
反
対
し
、
日
本
国

憲
法
を
守
ろ
う
」
と
声

を
上
げ
る
こ
と
の
重
要

性
を
共
有
し
ま
し
た
。

女
性
の
会
は
来
年
の

結
成
60
周
年
に
向
け
て

「
家
族
ぐ
る
み
・
全
世
代
結

集
を
目
指
そ
う
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
「
運
動
の
要
点
が

弱
い
の
で
は
」
と
指
摘
。
一

方
で
、「
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
に

よ
り
会
員
同
士
の
絆
を
深
め

ら
れ
る
」
と
活
動
の
後
押
し

も
。
こ
れ
を
受
け
新
里
会
長

は
「
皆
さ
ん
の
意
見
は
他
の

女
性
の
会
役
員
に
も
伝
え

る
」
と
し
た
上
で
、
「
今
後

も
一
緒
に
行
動
し
て
い
き
た

い
」
と
返
し
て
い
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
友
の
会
を
巡
っ
て

は
、
代
議
員
が
通
称
変
更
の

件
を
質
問
し
ま
し
た
。
寺
井

会
長
は
3
月
の
総
会
で
「
こ

ぶ
し
の
会
」
に
決
ま
っ
た
と

報
告
。
た
だ
、
会
報
の
題
字

は
2
0
2
6
年
度
中
『
シ
ニ

ア
友
の
会

会
報
』
の
ま
ま

と
し
、
「
こ
れ
か
ら
検
討
を

進
め
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

同
会
は
昨
年
か
ら
地
域
貢
献

の
一
環
で
清
掃
活
動
に
乗
り

出
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
加
え
、
「
組
合
活

動
を
支
え
る
裏
方
役
」
と
し

て
組
織
拡
大
・
強
化
、
住
宅

デ
ー
、
各
種
集
会
な
ど
の
参

加
を
支
援
す
る
こ
と
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
と
役
員
27
人
、
特

別
代
議
員
4
人
、
来
賓
と
し

て
本
部
の
間
中
書
記
が
参

加
。
議
長
を
今
成
執
行
委
員

（
学
園
）
と
豊
島
執
行
委
員

（
豊
玉
）
が
務
め
ま
し
た
。

小
名
・
仕
事
対
策
担
当
執
行

委
員
、西
川
技
術
対
策
部
長
、

和
嶋
副
委
員
長
（
産
業
対
策

局
長
）
が
各
専
門
部
の
総
括

と
方
針
を
提
案
。
い
ず
れ
も

反
対
は
な
く
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

仕
事
対
策
部
で
は
、
拡
大

で
建
築
士
宅
を
訪
問
す
る
と

「
土
建
と
は
関
係
な
い
」
と

断
ら
れ
た
経
験
か
ら
、
建
築

士
の
出
番
を
作
る
設
計
者
の

会
の
設
立
に
向
け
た
補
強
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
住

宅
デ
ー
の
分
会
単
独
開
催
が

困
難
で
あ
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
、
今
後
部
会
で
議
論
す
る

こ
と
で
確
認
し
ま
し
た
。

技
術
対
策
部
で
は
、
意
見

や
質
問
は
な
か
っ
た
で
す
。

賃
金
対
策
部
は
「
適
正
な

見
積
も
り
を
作
っ
て
、
請
求

・
要
求
を
し
よ
う
」
「
物
価

高
を
上
回
る
大
幅
な
賃
金
・

単
価
を
勝
ち
取
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
方
針
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
「
地
場
ゼ
ネ
コ
ン
で

は
30
年
前
か
ら
単
価
が
上
が

っ
て
い
な
い
」
と
苦
し
い
実

態
が
寄
せ
ら
れ
、
執
行
部
か

ら
「
区
内
元
請
企
業
訪
問
に

情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
」

と
答
弁
（
助
言
）
が
あ
り
ま

し
た
。
新
大
泉
分
会
代
議
員

か
ら
は
「
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ

―
シ
ョ
ン
で
賃
金
・
単
価
が

上
が
っ
て
い
る
事
例
は
担
い

手
三
法
の
影
響
で
も
あ
る
。

価
格
交
渉
を
す
す
め
よ
う
」

と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
和
嶋
副
委
員
長

の「
建
設
資
材
高
騰
の
懸
念
、

備
え
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

挨
拶
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

ト
ラ
ン
プ

ゲ
ー
ム
の
定

番
「
バ
バ
抜

き
」
は
最
後

に
ジ
ョ
ー
カ

ー
を
持
っ
て

い
た
人
が
負

け
。
そ
の
カ
ー
ド
が
回
っ
て

き
た
ら
相
手
に
ど
う
引
か
せ

る
か
。
心
の
読
み
合
い
だ
。

大
統
領
の
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
は

こ
れ
が
苦
手
か
も
し
れ
な
い

▼
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
攻
撃
は

泥
沼
化
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
。
原
油
輸
送
の
要
衝
・
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
が
事
実
上
封
鎖

さ
れ
、
石
油
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
を
精
製
す
る
中
で
得
ら

れ
る
「
ナ
フ
サ
」
も
供
給
減

に
。
住
宅
の
断
熱
材
や
塗
料

な
ど
の
建
材
づ
く
り
に
欠
か

せ
ず
、
建
設
業
で
働
く
私
た

ち
を
直
撃
す
る
▼
自
分
で
仕

掛
け
て
お
き
な
が
ら
、
後
始

末
は
他
国
に
お
任
せ
。
各
国

の
リ
ー
ダ
ー
は
顔
を
し
か
め

る
。
3
月
の
日
米
首
脳
会
談

で
高
市
早
苗
首
相
に
同
海
峡

へ
の
艦
船
派
遣
を
要
求
し
た

が
、
「
憲
法
9
条
の
制
約
が

あ
る
」
と
は
ね
の
け
ら
れ
た

▼
意
外
と
思
っ
た
の
は
、
ト

ラ
ン
プ
さ
ん
だ
け
で
は
な
い

は
ず
。
首
相
は
戦
争
放
棄
や

戦
力
不
保
持
を
掲
げ
た
日
本

国
憲
法
の
改
正
に
意
欲
を
見

せ
て
い
る
。そ
ん
な
人
が「
憲

法
は
抑
止
力
」
と
暗
に
認
め

た
。
高
市
さ
ん
が
ト
ラ
ン
プ

さ
ん
か
ら
引
い
た
�
ジ
ョ
ー

カ
ー
�
は
「
公
布
80
年
を
迎

え
て
も
色
あ
せ
な
い
」
と
の

希
望
か
も
し
れ
ぬ
。
（
今
）

野
沢
富
子
さ
ん
（
会
計
監
査

・
春
日
）

●
練
馬
支
部
に
異
動

・
宮
内
竜
平
（
本
部
よ
り
）

●
練
馬
支
部
か
ら
異
動
・
退

職・
奈
良
憲
成
（
村
山
大
和
支

部
へ
）

【
お
こ
と
わ
り
】

「
新
入
書
記
紹
介
は
」
小
紙

5
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

役職（定数） 氏名 所属分会
執行委員長（1） 伊藤 慶一郎 新豊玉

副執行委員長（5）

三⻆ 真弓 高松
上原 良子 早宮
和嶋 英人 田柄
赤松 雄太 練馬
小玉 祥子 春日

書記長（1） 可兒 美憲 大泉東

書記次長（5）

今津 佑介 書記局
渡邊 新 書記局
唐澤 一喜 書記局
友成 京介 書記局
茂呂 裕一 書記局

常任執行委員（10）

肥野 信彦 石神井台
中山 千里 田柄
武石 誠 富士見台
新島 秀成 早宮
小松﨑 和弘 高松
西川 利彦 大泉東
畑澤 友美 南事業所
西川 忠大 西大泉

会計監査（3）
坂本 美子 高松
天野 一也 旭町光が丘
赤澤 妙子 早宮

※以上、届け出順

●待遇

役職 氏名 所属分会
四役待遇

上原 誠 早宮
本部非専従常任中央執行委員

常任執行委員待遇
住友 光一 石神井台

本部ＰＡＬ会長
執行委員待遇

新里 恵美子 石神井台
支部女性の会会長
執行委員待遇

寺井 京子 南事業所
支部シニア友の会会長
執行委員待遇

色摩 ひな子 貫井
本部シニア友の会副会長

第
2
分
科
会

第
2
分
科
会

第
69
回
定
期
大
会
分
科
会
報
告

第
69
回
定
期
大
会
分
科
会
報
告
要
旨

「明るく楽しい練馬支部構築に向け、組合の原点に立ち返り、仲間を増やし群・分会・「明るく楽しい練馬支部構築に向け、組合の原点に立ち返り、仲間を増やし群・分会・

（
賃
金
対
策
部
・
仕
事
対
策
部
・

技
術
対
策
部
）

大会メインスローガン大会メインスローガン

第
1
分
科
会

第
1
分
科
会

（
労
働
対
策
部
・
厚
生
文
化
部
・

社
会
保
障
対
策
部
）

支部を強化し、要求実現で魅力あふれる組織建設をめざそう！」支部を強化し、要求実現で魅力あふれる組織建設をめざそう！」
第
3
分
科
会

第
3
分
科
会

第
4
分
科
会

第
4
分
科
会

（
組
織
部
・
事
業
所
対
策
委
員
会

・
後
継
者
対
策
部
・
青
年
部
）

（
教
育
宣
伝
部
・
憲
法
平
和
対
策
部

・
女
性
の
会
・
シ
ニ
ア
友
の
会
）

第
5
分
科
会

第
5
分
科
会

（
税
金
経
営
対
策
部
・財

政
部
）

大会宣言

東京土建練馬支部第69回定期大会
選挙管理委員長 島田 淳

2026年度東京土建練馬支部役員選挙当選者
※執行委員除く
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日にち 会場 定員（人） 締切

6月7日 大泉生協病院 150 5月22日（金）

6月14日
練馬支部会館 200

5月29日（金）
練馬第一診療所 100

オプション検査項目 料金 定員（人）

マンモグラフィー
（乳がん検診）

40歳以上：1000円
39歳以下：4150円 30

頸部細胞診
（子宮頸がん検診）

20歳以上：500円
19歳以下：3100円 30

日時 定員（人） 締切（支部必着）

5月26日（火）
午後2時30分 30 5月8日（金）

5月31日（日）
午前9時30分 30 5月13日（水）

「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」

３
月
２
９
日
、
練
馬
区
大
泉
学
園
町

み

こ

し

内
に
神
輿
（
幅
６
５
セ
ン
チ
、
高
さ

７
０
セ
ン
チ
）
を
担
い
だ
子
ど
も
た

ち
の
掛
け
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

満
開
の
桜
の
下
、
見
守
る
父
母
や
祖

父
母
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
や
通

行
人
も
温
か
い
声
援
を
送
り
続
け
、

町
全
体
が
一
つ
に
。
初
め
て
の
巡
行

を
無
事
に
終
え
、
終
着
点
の
大
泉
中

央
公
園
で
主
催
者
の
佐
伯
一
海
さ
ん

（
３
７
・
学
園
）
は
参
加
者
に
こ
う

語
り
掛
け
ま
し
た
。
「
い
ろ
ん
な
人

が
協
力
し
て
�
夢
�
が
か
な
っ
た
」

神
輿
は
祭
礼
時
に「
神
様
」

を
乗
せ
、
地
域
を
練
り
歩
く

こ
と
で
人
々
の
幸
せ
を
祈
願

し
た
り
、
災
厄
を
取
り
除
い

た
り
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
佐

伯
さ
ん
は
10
年
間
、
子
ど
も

神
輿
の
構
想
を
温
め
続
け
て

き
ま
し
た
。
「
私
は
幼
な
じ

み
含
め
友
人
数
人
が
10
代
の

頃
、
自
ら
命
を
絶
ち
二
度
と

会
う
こ
と
が
で
き
な
い
存
在

に
」
ま
た
「
い
じ
め
に
よ
る

不
登
校
を
は
じ
め
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る

中
で
個
々
の
自
尊
心
を
育

み
、
�
生
き
て
い
れ
ば
変
わ

れ
る
�
と
の
思
い
を
伝
え
ら

れ
れ
ば
」
と
明
か
し
ま
す
。

�
命
�
と
�
希
望
�
。
そ

れ
ぞ
れ
の
�
神
�
が
舞
い
降

り
て
い
る
の
に
、�
乗
り
物
�

の
準
備
が
進
み
ま
せ
ん
。「
神

輿
を
作
っ
た
こ
と
が
な
い

上
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
業
の

経
営
者
と
し
て
連
日
現
場
作

業
や
労
務
管
理
に
追
わ
れ
て

時
間
が
足
り
な
か
っ
た
」
と

苦
笑
い
。

日
取
り
の
変
更
も
頭
を
よ

ぎ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
押

し
と
ど
め
た
の
は
従
業
員
や

家
族
、
所
属
す
る
学
園
分
会

の
仲
間
で
し
た
。
関
係
各
所

へ
の
協
力
要
請
、
巡
行
中
の

リ
ス
ク
想
定
に
と
ど
ま
ら

ず
、
「
（
分
会
の
つ
な
が
り

で
）
子
ど
も
用
の
法
被
も
貸

し
て
く
れ
た
」
と
頬
を
緩
ま

せ
ま
す
。
「
目
に
は
見
え
な

い
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
た
ど
り
着
け
た
」

か
い
せ
い

長
男
・
海
青
君
（
10
）
、

か

な

た

次
男
・
海
七
太
君
（
7
）
の

友
人
も
担
ぎ
手
に
名
乗
り
を

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
一
人
は

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
来

年
も
参
加
す
る
」
と
目
を
輝

か
せ
、
佐
伯
さ
ん
は
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。
10
年
来

の
夢
を
か
な
え
、
今
後
の
目

標
に
水
を
向
け
る
と
「
夢
は

大
な
り
小
な
り
、
た
く
さ
ん

た
く
さ
ん
あ
る
」
と
き
っ
ぱ

り
。
「
地
位
や
名
誉
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
架
け

橋
と
な
れ
る
存
在
を
目
指
し

た
い
」
子
ど
も
を
思
う
気
持

ち
が
神
輿
か
ら
あ
ふ
れ
返
っ

て
い
ま
す
。

■6月の日曜集団健診

■6月13日（土）の女性健診
【定員50人、締切5月22日（金）】

2026年度は芝健診センターの協力により練馬支部会館で実施します。
一般の検査項目に加え、乳がんや子宮頸がんなど女性特有の病気の早期
発見につながるオプション検査も充実。女性の会の会員はオプション検
査を受けたら補助が出ます。

※日曜集団健診、女性健診いずれも希望者は、申込書（群会議で配布）
に氏名や生年月日、健診当日の連絡先などの必要事項を記入し、練馬支
部事務所にお送りください（ＦＡＸ03‐3825‐7547）。定員に達したら
締め切り前に募集を打ち切ります。受診時は資格確認書（または資格情
報のお知らせ）の下に付いている「受診券」を必ずお持ちください。ま
た感染症対策のため、マスクの着用をお忘れなく。

■練馬支部主催講習会「熱中症予防教育」

いずれも講習時間は2時間半を予定。申込書（群会議で配布）のほか、
受講料4000円、顔写真（パスポートサイズ・証明写真機で撮影したもの）
を練馬支部事務所に提出してください。締め切り（支部必着）は受講日
により異なります。また支部の駐車場は限りがあるため、公共交通機関
の利用にご協力ください。

■労働保険の更新を忘れずに

一人親方労災保険の更新は3月末時点で8割。未更新者には再度案内
を送付しています。5月に通知書を送付し、それでも更新しない場合は
委託解除。再加入は改めて練馬支部事務所で更新手続きが必要です。
事業所の労働保険は4月中旬から支部事務所で更新手続きを行いま

す。対象の事業所には案内を送付済み。それを確認の上、お越しくださ
い。

■「ユナイテッド・シネマ」チケットの価格改定

4月から300円引き上げ、1枚1300円で販売します。

�
命
�と�
希
望
�を
胸
に

「
成
長
の
架
け
橋
目
指
す
」

手作りの子ども神輿で
町を一つに

佐伯 一海さん（学園分会）

※いずれも詳細は支部事務所へ※いずれも詳細は支部事務所へ暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららららららららららししししししししししししししししししししししとととととととととととととととととととととと仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事のののののののののののののののののののののの掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららららららららららししししししししししししししししししししししとととととととととととととととととととととと仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事のののののののののののののののののののののの掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板

※いずれも詳細は支部事務所へ暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮らららららららららららららららららららららららしししししししししししししししししししししししととととととととととととととととととととととと仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事ののののののののののののののののののののののの掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板
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マ
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ー


